
別 紙

＜農業参入法人連絡協議会 研修会・意見交換会等開催要領＞

平 成 １ ９ 年 ６ 月

農業参入法人連絡協議会

１．日 程

平成１９年８月３０日（木）１３：００～ ３１日（金）１３：００頃

【１日目】８月３０日（木） ＜研修会・意見交換会＞

１３：００～ １３：２０ 開会・あいさつ

１３：２０～ １５：００ 研 修 （テーマはいずれも仮題）

◇テーマ１：(株)セイツー・奥村晃社長（石川県河北潟干拓地）

「野菜の卸・加工から野菜づくりのモデル経営を」

（一般企業の参入事例）

◇テーマ２：(有)良品工房・白田典子社長

「売るより買う方がむずかしい」

（～生活者の声を食品メーカーや小売店に～）

１５：００～ １５：１０ 休 憩

１５：１０～ １５：５０ 研 修

◇テーマ３：「農地政策の見直しをめぐる状況」等（農林水産省）

１６：００～ １７：００ 意見交換会

（農業参入法人による意見交換の場）

（終了後、別会場にて懇親会を開催予定（会費制・希望者のみ））

【２日目】８月３１日（金） ＜現地視察（茨城県下）＞

①取手市・(有)シモタ農芸（霜多増雄社長、ハーブ栽培、０７年日本農業賞

大賞受賞）

②つくば市・「みずほの村市場」（(株)みずほ（長谷川久夫社長）が運営

する生産者直売所）

９：３０ つくばエクスプレス「守谷」駅集合、バスで移動

９：４５～ １０：４５ 「シモタファーム」視察

移 動

１１：３０～ １２：００ 「みずほの村市場」視察

昼 食（みずほが運営する「蕎舎」で昼食＝予定＝）

１３：００ 移 動

１３：１０ つくばエクスプレス「万博記念公園」駅で解散

１３：２５ 区間快速で秋葉原へ（秋葉原着１４：１１）

※ 詳細な日程等については調整中です。



２．場 所 「蚕糸会館」６Ｆ第１会議室（地図参照）

〒100－0006 千代田区有楽町１－９－４

（最寄駅）ＪＲ有楽町駅、地下鉄日比谷駅・有楽町駅

３．参 加 費

研修内容充実のため、参加者に費用の一部負担をお願いしています。

研 修 会 会 員 ２，０００円（会場費、講師旅費等の一部）

非会員 ３，０００円（ 同 ）

現地視察 一 律 ２，０００円（２カ所の視察料）

４．参集範囲

・本協議会会員

・農業参入法人で本協議会への加入を検討、希望する者

＜会場地図＞ 蚕糸会館（さんしかいかん）

＜本件に関するお問い合わせ先＞

農業参入法人連絡協議会 （事務局：全国農業会議所農地・組織対策部（清野））

ＴＥＬ：０３－５２５１－３９０４ ＦＡＸ：０３－３５０７－３０８１

メールアドレス：agricorp_net@nca.or.jp 又は e_seino@nca.or.jp



＜講師・視察先等の概要＞

１．株式会社セイツー（奥村 晃社長）

○ 石川県河北潟干拓地（津幡町）において、特定法人貸付事業（リース特区）により

社団法人石川県農業開発公社から農地を借り受けて野菜づくりに取り組んでいる｡前

身の３つの会社を統合して 1993 年に設立（資本金 9,100 万円、従業員 170 名）。会社
の事業は野菜の卸と加工が中心で、全国に約 500 戸の契約農家と契約栽培も行って
いる。全国から野菜を集めて、市場を通さず、直接、スーパーやレストランへ卸して

いる｡野菜農家の経営として成り立つモデルを示したいということから、農業に参入

した。

２．有限会社良品工房（白田 典子社長）

○ 広告会社、マーケティング会社での経験や専業主婦生活での試食と実食の評価の違

い体験から、1994 年（有）良品工房を設立。食品流通の現場を初めて経験し、「消費
者不在」を痛感。2001 年より、つくり手・売り手・買い手をつなげる活動「いいも
のプロジェクト」を推進している。つくり手への提案としては、開発段階の食品モニ

タリング調査や井戸端会議、食品メーカーの新商品開発支援など、また、売り手への

提案としては、スーパーマーケットでの買い物行動を探る井戸端会議、百貨店へのお

中元・お歳暮用ギフト商品企画などがある。

３．有限会社シモタ農芸（霜多 増雄社長）

○ 1990 年に生産部門である「有限会社シモタ農芸」と販売部門である「株式会社Ｍ
＆Ｙシモタファーム」を設立した。約６ ha でハーブ生産に取組み（取手農場、那須
塩原農場）、シモタファームの販売額は年間約３億円に達している。霜多社長がハー

ブ生産を手がけたのは、約 40 年前。ヨーロッパを放浪していたときの食事にハーブ
が使われていたのを、いずれ日本でも食事の洋風化が進むと考え、帰国後ハーブ作り

に専念した。有機完熟堆肥による土づくりや作物検査に取り組むなど、土壌やハーブ

の科学的分析をもとに、消費者に安心してもらえるハーブ作りに取り組んでいる。07
年日本農業賞大賞を受賞した。

４．株式会社みずほ（「みずほの村市場」）（長谷川 久夫社長）

○ 1990年に「有限会社みずほ」を設立し、地元の農家を会員とする農産物直売所「み
ずほの村市場」を開設した。生産者は「ものづくりのプロにはなれても販売のプロに

はなれない」ところから、地元の生産者の生産した農産物を、農家が再生産できるよ

う適正価格で農家が値決めすることにより販売する仕組みをとっており、販売額は年

間約４億円。「飽食の時代」といわれ、大量の農産物・加工食品があふれる中、人々

の真の健康や安心を考えた｢本物の農産物」を提供することを第一に考え、「質のよ

い農産物」づくりを会員に働きかけてきた。06 年 5 月には、直売所をフランチャイ
ズ（FC）展開するための会社「農業法人みずほの村市場合同会社」を設立した。併
設する「蕎舎」も水車で引いた地粉の本物のそばを打つ店として訪れる人が絶えない。



＜視察先概略図＞

②みずほの村市場

①シモタ農芸

【参 考】「つくばエクスプレス」時刻表

＜下り＞

快 速 区間快速 区間快速 快 速

秋葉原 ８：２５ ８：３１ ８：３９ ９：０１

守 谷 ８：５８ ９：０６ ９：１４ ９：３４

＜上り＞

区間快速 快 速 区間快速 区間快速 普通／快速

つくば １２：１８ １２：４１ １２：４８ １３：１８ １３：３０

万博記念公園 １２：２５ － １２：５５ １３：２５ １３：３６

（守谷乗換）

秋葉原 １３：１１ １３：２６ １３：４１ １４：１１ １４：２６


